
で
に
返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。
者
は
校
正
刷
同
封
の
申
込
害
に
部
数
を
明
記
す
る
こ
と
。

八
刷
り
上
が
り
一
○
印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
二
四
一
○
原
稿
の
送
り
先

枚
）
ま
で
は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実
〒
一
三
‐
酋
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
’
一

費
は
著
者
負
担
と
す
る
。

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
、
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望
日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会ロ

ー
編
集
後
記
一
七
鍋
罐
確
認
峠
蓉
志
御
誰
咽
紙
罐
に
醍
峰
秤
榊
恥
唾
締
尋
軒
率
詐
嘩
掴
儒
岼
罐
馳
韮
雫
か
畦
岬
癖
罐
峨
季
妹
諦
趣
斗
嘩

集
委
員
を
拝
命
し
た
の
は
三
二
巻
三
号
（
昭
和
六
十
一
年
四
月
）
か
ら
う
の
に
、
投
稿
原
稿
は
目
白
押
し
。
ひ
と
り
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
矢

で
、
以
降
十
年
間
、
編
集
の
一
端
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
部
委
員
長
そ
し
て
三
輪
委
員
長
に
引
き
継
い
だ
頃
、
今
思
え
ば
バ
ブ
ル

間
、
三
六
巻
二
号
（
平
成
二
年
四
月
）
ま
で
は
矢
部
一
郎
元
理
事
が
編
景
気
の
と
き
に
は
、
投
稿
原
稿
は
僅
々
た
る
も
の
で
、
い
か
に
し
て
原

集
委
員
長
を
つ
と
め
ら
れ
、
矢
部
委
員
長
の
御
病
気
の
あ
と
を
う
け
て
槁
を
集
め
る
か
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
さ
に
隔

三
輪
卓
爾
理
事
が
以
後
八
年
間
委
員
長
の
大
役
を
果
た
さ
れ
た
。
矢
部
世
の
感
が
あ
る
。

委
員
長
は
論
文
審
読
制
や
投
稿
規
定
の
整
備
に
尽
力
さ
れ
、
雑
誌
の
質
来
年
は
い
よ
い
よ
酒
井
シ
ヅ
会
長
の
も
と
、
第
百
・
日
本
医
史
学
会

の
充
実
化
に
情
熱
を
注
が
れ
た
。
三
輪
委
員
長
の
功
績
に
つ
い
て
は
前
総
会
が
開
か
れ
、
本
学
会
は
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
。
本
学
会
誌
も
さ

号
本
欄
で
深
瀬
新
編
集
委
員
長
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
ら
な
る
向
上
を
め
ざ
し
、
将
来
に
む
け
て
刷
新
化
の
さ
ま
ざ
ま
の
ア
イ

私
は
本
学
会
の
他
の
委
員
職
も
拝
命
し
、
十
年
と
い
う
区
切
り
も
あ
デ
ア
を
検
討
中
で
あ
る
。
一
層
の
御
鞭
燵
と
ご
支
援
を
賜
り
た
い
。

っ
て
、
さ
き
の
二
年
間
の
役
員
任
期
間
は
編
集
委
員
を
辞
し
た
が
、
は
（
小
曽
戸
洋
）

(191)639


